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富山大学人間発達科学部と附属学校園の共同研究プロジェクトは、平成1 7 年1 0 月にそれま
での教育学部が人間発達科学部に改組されて以来、「学部及び附属学校園共同プロジェクト運営











































平成1 7 年1 0 月、富山大学教育学部は富山大学人間発達科学部に改組され、それにと
もない、従来の「教育学部及び附属学校園共同研究プロジェクト運営委員会」は「附属学






平成1 8 年4 月1 9 日、4 月2 6 日の2 回、今後のプロジェクトのあり方について、学



































































第 1 回 5 月 9 日・今年度の内容の決定

































































H 1 8 ． 7 ． 6
H 1 8 . 8 ． 2 8
H 1 8 ． 9 ． 2 9
H 1 8 . 1 0 ． 3 1
H 1 8 ． 1 1 ． 1 3
～1 2 ．1 （全8 回）
































対して、小・中学校教育課程実施状況調査が行われた。そして、1 7 年の9 月にその質問
紙調査集計結果が発表された。集計結果の中には、小学5 年から中学3 年までの児童・生
徒を対象に、国、社、数（算) 、理、英の5 教科（小学校は4 教科）についての質問とそ
の回答結果が記載されている。その結果を見ると、「理科が好きだ」という質問に対して




















平成1 7 年9 月国立教育政策研究所教育課程研究センターより報告（－部抜粋）
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( 1 ) 理科の勉強が好きだ。
( 2 ) 理科の勉強は大切だ。
( 3 ) 理科の勉強は、受験に関係なくても大切だ。
( 4 ) 理科を勉強すれば、私の受験に役立つ。
( 5 ) 理科を勉強すれば、私の好きな仕事につくことに役立つ。
( 6 ) 理科を勉強すれば、私のふだんの生活や社会に出て役立つ。
( 7 ) 理科を勉強すれば、私は、疑問を解決したり予想を確かめたりする力がつく。
( 8 ) 受験に役立つよう、理科を勉強したい。
( 9 ) 自分の好きな仕事につけるよう、理科を勉強したい。
( 1 0 ) ふだんの生活や社会に出て役立つよう、理科を勉強したい。
( 1 1 ) 将来、理科の勉強を生かした仕事をしたい。
( 1 2 ) 疑問を解決したり予想を確かめたりする力がつくよう、理科を勉強したい。
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u ﾉ 窪や+ 《〃y 四5 虫刀､ 吋さ7 こ。
( 2 ) 理科の勉強は大切だ。
( 1 3 ) 理科の勉強は､ 自然や環境の保篭のために必要だ。
固濡闇浬クラスについて( 数字I ま人数を表す）
質問 ソ 2 3 ‘
日常生活関連2 ｸ ﾗ ｽ 授業前( 7 8 名） 2 8 3 1 1 9 5 1
内訳
日常関連クラスA ( 4 0 名実施） 9 1 7 11 2 5
日常関連クラス8 ( 3 8 名実施） 1 9 1 4 8 2 6
日常生活関連2 クラス授業後( 7 6 名） 2 9 3 8 2 8 3 8
内訳
日常関連ｸ ﾗ ｽ A ( 3 9 名実施） 9 2 0 1 8 2 2
日常関連クラスB ( 3 7 名実施） 2 0 1 8 1 0 1 6
音通クラスについて
質問 7 2 3 ‘
普通2 ｸ ﾗ ｽ 授業前( 7 6 名実施） 2 2 3 1 2 7 4 9
内訳
普通ｸ ﾗ ｽ C ( 3 7 名実施） 9 1 6 1 3 2 4
普通クラスD ( 3 9 名実施） 1 3 1 5 1 4 2 5
5 6
2 9 1 6
1 2 7
1 7 9




2 3 1 3
1 0 8
1 3 5
普通2 ｸ ラス 授業後( 7 3 名実施） 3 2 3 0 2 4 3 9 1 2 1 6
内訳




7 a 9 ” 〃 堰 ”
31 4 6 3 0 11 2 8 2 5 2 4
1 6 2 8 1 3 5 11 1 0 1 5
1 5 1 8 1 7 6 1 7 1 5 9
3 2 3 7 1 7 2 2 1 3 2 5 6 2
1 3 1 6 7 1 2 5 1 0 3 3
1 9 2 1 1 0 1 0 8 1 5 2 9
ア 8 9 ” 〃 狸 ”
3 6 4 3 2 5 2 2 2 0 3 0 2 6
1 8 1 8 9 1 2 5 1 3 11
1 8 2 5 1 6 1 0 1 5 1 7 1 5
3 2 3 7 1 2 1 4 11 2 3 4 8
1 7 1 8 5 11 5 1 5 2 3























とに役立つ｡ 」や質問9 の「自分の好きな仕事につけるよう、理科を勉強したい｡ ｣ 、

















































し、関u 油なさそうに要点/ ヨナをおさえておこうとする姿にも、料さり「主体性」| 説惑じられなし↓









「主体曲が確立していくには、対象となる自然の事象に、すﾂ ' 1 へ不確かさあいまいさ、矛盾等が
重要な意味をもつと考えている。そうだとしたら、そこに持ち込むべき「日常」は、生活に密言しすぎ



















るというのI 諜佳リノ1 からであるむしろ、そう考えることは魁プた方力U くいかもしれなしL 「初めから終


































































































































































3 ．理科学習に対する意識 ’ 2 0 0 7 年2 月実施対象1 4 9 名
医療関係に進みたいと考えている生徒が、各教科に対してどのような意識をもっているのか、
まとめてみた（表①) 。
傾向として、医療関係を目指す生徒は、概ね理科が好き( ※1 ) で、仕事につくのに役立つ( ※3 ）







好きな教科を 2 つ書きなさ 勉強が大切だと思う教科を2
い。※1 つ書きなさい。※2
1 位 理科 2 8 . 0 % 1 位 数学 25.6％
F 1
2 位 英語 14.6％ 2 位 英語 2 2 . 0 %
3 位 数学 13 . 4％ 〃 理科 2 2 . 0 %
4 位 音楽 1 1 . 0 % 4 位 国窯 15.9％




1 位 理科 37.8％
2 位 数学 29.3％
3 位 国語 12 . 2％





























表②アンケート結果（新田教諭が実施したものと同内容） 対象2 年生1 4 9 名
そう思う．どちらかとい そう思わない．どちらか
えばそう思う といえばそう思わない
( 1 ) 理科の勉強が好きだ 7 9 ％ 1 9 ％
( 2 ) 理科の勉強は大切だ 9 2 ％ 7 ％
( 3 ) 理科の勉強は、受験に関係なくても大切だ 7 4 ％ 1 9 ％
( 4 ) 理科を勉強すれば、私の受験に役立つ 9 3 ％ 4 ％
( 5 ) 理科を勉強すれば、私の好きな仕事につくことに役立つ 5 3 ％ 2 9 ％
( 6 ) 理科を勉強すれば、私のふだんの生活や社会に出て役立つ 6 5 ％ 2 7 ％
( 7 ) 理科を勉強すれば、私は、疑問を解決したり予想を確かめたりす
る力がつく。※4
7 2 ％ 1 9 ％
( 8 ) 受験に役立つよう、理科を勉強したい 9 0 % 7 ％
( 9 ) 自分の好きな仕事につけるよう、理科を勉強したい 6 2 ％ 2 5 ％
( 1 0 ) ふだんの生活や社会に出て役立つよう、理科を勉強したい。 6 5 ％ 2 7 ％
( 1 1 ）将来、理科の勉強を生かした仕事をしたい。 4 5 ％ 4 0 %

































この辺りが導入部の難しさであろうか｡ また､ （2 ）に共通するのは｢ 好きな仕事｣ である。
（2 ）③及び④に関しては、肯定的回答（｢ そう思う」と「どちらかといえばそう思う｣ ）

































































科の設問1 と同じである。設問1 のうち（1 ）から（1 2 ）までを用いている。表1 は、
従来型2 クラス約7 5 人および提案型2 クラス約7 5 人のうち、「5 ．そう思う」を選
んだ人数、および授業前の人数で授業後の人数を除して1 0 0 倍した「指標」を示してい
る。
従来型 前 2 2 31 2 7 4 9 2 3 13 3 6 4 3 2 5 2 2 2 0 3 0
約7 5 人 後 3 2 3 0 2 4 3 9 12 16 3 2 3 7 12 1 4 11 2 3
2 6
4 8
指標 145 9 7 8 9 8 0 5 2 123 8 9 8 6 4 8 6 4 5 5 7 7 185
提案型 前 2 8 31 19 51 2 9 16 31 4 6 3 0 11 2 8 2 5 2 4
約7 5 人後 2 9 3 8 2 8 3 8 16 3 0 3 2 3 7 1 7 2 2 1 3 2 5 6 2
指標 104 123 147 7 5 5 5 188 103 8 0 5 7 2 0 0 4 6 1 0 0 2 5 8
今回、著者は、設問1 の各質問を、当事者性、すなわち、ここでは自分の問題として
とらえるか否かというの観点からA からE の5 つに分類した。以下には、分類の結果と
分類の定義をまとめた。また「指標」を、従来型と提案型の順に示している。
A グループ理科が好きか否か：自己認識を間うている
（1 ）理科の勉強が好きだ1 4 5 - 1 0 4
B グループ中学生一般論：建前的な答えが出やすい
（2 ）理科の勉強は大切だ9 7 －1 2 3
（3 ）理科の勉強は，受験に関係なくても大切だ8 9 －1 4 7
C グループ受験勉強への影響：今回の授業は受験勉強としては効率が悪い
（4 ）理科を勉強すれば，私の受験に役立つ8 0 - 7 5
（8 ）受験に役立つよう，理科を勉強したい8 6 - 8 0
2 7
D グループ社会人一般論：建前的、優等生的な答えが出やすい
（6 ）理科を勉強すれば，私のふだんの生活や社会に出て役立つ1 2 3 －1 8 8
（7 ）理科を勉強すれば，私は，疑問を解決したり予想をたしかめたりする力がつく
8 9 - 1 0 3
( 1 0 ) ふだんの生活や社会に出て役に立つよう，理科を勉強したい6 4 - 2 0 0
（1 3 ）理科の勉強は，自然や環境の保護のために必要だ1 8 5 －2 5 8
E グループ自分論：将来当事者としてかかわるか
（5 ）理科を勉強すれば，私の好きな仕事につくことに役立つ5 2 －5 5
（9 ）自分の好きな仕事につけるよう，理科を勉強したい4 8 －5 7
（1 1 ）疑問を解決したり予想をたしかめたりする力がつくよう，理科毎勉強したい
5 5 －4 6

































2 0 0 6 年は物理や化学の分野において「ニセ科学」が話題に上った年であった。日本物理







れ全国に広がった。この辺りの事情については書籍[ 3 ] ¥ b w e b サイト[ 4 ] を参考にされたい。
「水からの伝言」は根深く広がり、国会の文教・科学委員会で好意的に紹介されたことも



















参考資料［1 ］日本物理学会第6 1 回年次大会3 0 a W A 物理と社会シンポジウム『｢ ニセ
科学」とどう向き合っていくか?』（2 0 0 6 ) . [ 2］安井至，／2 7学と工;美5 9，9 5 3 ( 2 0 0 6 ) . [ 3］左
巻健男「水はなんにも知らないよ」デイスカバー携害0 0 1 ( 2 0 0 7 ) . [ 4 ］田崎晴彦『｢ 水から
の伝言」を信じないでください』http://www.gakushuin.ac.jp/~881791/fs/[6]参議院会議
録' 情報第1 5 0 回国会文教・科学委員会第2 回［5 ］諸富祥彦・尾高正浩・土田雄一( 編著）
「小学校｢ 道徳シート｣ とエンカウンターで進める道徳高学年｣ 明治図書( 2 0 0 7 ) . [ 6 ] A E R A





松本謙一は, 新学部誕生1 年を期した紀要第1 号のなかで，“学部再編を契機にした附属
総合学園（仮称）構想”を示している（富山大学人間発達科学部紀要，第1 巻第1






































1 9 9 0 年代は旧文部省による「新しい学力観」「教育におけるゆとり政策」が広がる時代
であったと同時に，その半ばには旧科学技術庁などによる「理科離れ」キャンペーンが始




科学技術の基礎的素養に関する調査研究」( 2 0 0 6 年度科学技術振興調整費「重要政策課題
への機動的対応の推進」に採択）が規模のうえで最大で注目される。評議会，企画推進会
議，事務局に加え，数理科学，生命科学などの七つの専門部会が並ぶA 4 ページ3 枚のメ




















くしていくことを優先し, P I S A テストにおいて「学力世界一」と経済発展を手に入れたフ













































































































































































































1 9 9 4 年6 月2 7 日の夕方から翌日6 月2 8
日の早朝にかけて、長野県松本市の住宅街で
起こった、テロ事件。猛毒のサリンが散布さ












1 9 9 4 年6月2 7日
2 2 ：4 0 河野さんの要、意識不明
2 3 : 0 9 1 1 9 番通報
2 3 ：1 4 救急車が河野家に到着､ 河野さん､ 要､ 長女を病院に搬送




7 月3 0 日河野さん退院、記者会見を行う、松本遥察署で事情聴取
1 9 9 5 年2 月6 日河野さん記者会見「社会復帰のめどがたった」
1 9 9 5 年3 月2 0 日地下鉄サリン事件




( 『報遭は何を学んだのか』岩波ブックレット､ 河野騒行『｢ 疑感｣ は晴れようとも』文藍春秋より）
【貴料2 】




























































































｜裁判を受ける。 5 1 ． 6 ％
！《おもな誤答》
1 ．請願権で警察やマスコミに賠償を求める｡ ←請求権と請願権を混同している。i




























































第1 回 H 1 8 . 7 . 6
第2 回 H18．8.2 8
第 3 回 H 1 8 . 9 . 5
第4 回 H1 8 . 1 0 . 1 9
第 5 回 H18 . 1 2 . 7
第 6 回 H1 9 . 1 . 1 8





















8 名 ･ 附属幼稚園の実践事例の分析を行
い，授業観や指導観等の検討
7 名 ･ 附属養護学校の実践事例の分析を
行い，授業観や指導観等の検討
8 名 ･ 附属幼稚園の実践事例の分析を行
い，授業観や指導観等の検討
1 0 名 ･ 大学側からの問題提示：一教師の
実践事例の分析を行い，授業観や指
導観等の検討





















1 ．1 月3 0 日の保育実践より（年長組男児1 4 名、女児1 3 名計2 7 名）





















【場面2 】保育室で劇をつくってい< A 子たちと保育者
役割分担したり音楽をかけたりして劇「兵隊たちの戦い」







































































































まさきくん/ ばどうしたり) ？白〃) ま芸（の鮒) かりル) ？
うん。真っ白けつけでいい。
描いたもの( 1 p ・2 P と書いてある）を貼りに来る。
しゅんちめんの猫〃たの、プピー、2 ピー…？
1 P 2 P って（画面と操/ / r . 衣〃を照らし合わざ、〃〃
してW ることを詩さきに右示すう) 。
’/ ダンぱ－んひしゅんち値んのやつとること、薙生になわ力1 コだけどあ友慧わ力' らん力’
右しれん〆乃ぐ乙 ､ 坪ユヵ感械〉
( 黙って1 P 2 P と書かれた操作パネルを取り外し、捨てる）
( 泳さ力た/ ' 9 うぞルを治ってお' O
しゆんちゃん刀幡〃たの、プノ( 層と2 人雇ってことやったん
1 つね。ごプ，2 って善抄) て~ あるんやね。菰物と一緒↑乱
大きい紙はどこにある？
大きい瓶､ あるよるこれ（磯城) 、…わるよ- うにず力ばじ）
" ) のにも（しゅんた力1 1 } 何作ってW たちの否潜に所すう）
( 跡〃外した鮒右潜っておi ぐb しゅんたに紙を渡互）
せっかく作ったムシキングー。
C を" ) A ^ ) に）しゅんち値んの言乏てうをこと力的かりましたよる剛スコプ人の好と




















































































'－．－－－－．. ロー ‘一員－－－－F ｮ ‘一一一一』








































































く展開＞※児童は M 、 N 、○、 P 、 Q

















































1 －－，－- 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．ﾛ , 一一一一一－－－－－－－. ‘、一一J
・場面を表す絵を見て形容詞を答える。いように、場面を表す絵にコミック
指名する( M ) 会話形式の吹き出しを付けておく。




















r ~ ~ ~ ､罰へZ溺昏………~……~ ~ ~……. . ~……………~……~… ~画一一、8
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届( P , Q )
｢ ～は～｡ 」と2 語文を視写する。（○）
気持ちの形容詞の部分だけを一人で書



















○黒板に提示された場面を表す絵を見て､ | | ・－人で「読む」「書く」ができない
吹き出しのマスの中に気持ちを表す形N 児には、シンボルマーク付きの形
容詞を記入する。 容詞カード2 枚提示し、自分でふさ
一人で書< o ( M 、○、P 、Q ) わしい言葉を選んでそれを見ながら
･ 視写で書< o ( N ) 書くようにする。
r…………-----……-----…-……1-…-…-…-…-……...……..…、読んで発表する。
：美回への鵬
I ・一斉の活動から逸脱しやすいN 児が進行役をすることで、ワー クシー トをi
：指示棒で指し示しながら発表者を指名したり、友達の発表を聞いたりして：






｢…:罰へ1 2鵬……. .…………. .……………………~ ~………、
! ．早く片付けが終わった児童( P 児、Q 児など）は時間がかかっている児童！



































































































































「私たちとI 情報」（5 ．6 年用）学研1 0 0 冊









この研究の対象者は、魚沼市立堀之内小学校の小学6 年生の2 クラス計6 0
名であった（男子3 6 名、女子2 4 名) 。担任教師によると、児童たちは、イン
ターネット検索やプレゼン、ワープロなどを自由に操作できるスキルがあると
のことであった。


















5 . 1 指導目的
本研究の授業実践では、‘情報モラルに関する分野の中でも、「個人' 情報の適切
な取り扱い」について指導する。
































5 . 4 I T 教材の利用
I T の活用を用いた指導場面では、児童の集中度や参加度が高まるとともに、
能動的な行動が多く見受けられることが明らかになっている（山本･ 清水, 2 0 0 5 ) 。
そこで、本授業においても、教材にデジタルコンテンツを使用し、子どもた
ちの学習意欲を高めるとともに、具体的なイメージを持てるようする。















































































































































































































































































































































平成1 8 ( 2 0 0 6 ) 年度の国際理解教育研究グループ（以下，「国際理解G 」と略記す
る｡ ）には，津柿教淳（附属小学校) ，堀内和直（附属中学校) ，田尻信壷（学部）が参加し
た。国際理解G では，今年度の研究テーマとして「国際理解教育の実践状況に関する研究」
を設定し，各校が行っている国際理解教育の実践を持ち寄り，意見交換を行うことを決めた。
そして, 富山大学人間発達科学部附属人間発達科学研究実践総合センターで, 3 回の研究会

























本年度も，平成1 8 ( 2 0 0 6 ) 年1 1 月1 5 日～1 8 日に中国大連から2 名の先生が来校，次
のような交流活動を展開した。
1 ）謹彦非校長先生, 林立先生( 中国大連海事大学附属学校小学部) が, 本校創校記念音楽
会へ参加

















( 中国大連海事大学附属学校小学部）が，本校4 年生に音楽の授業2 ）林立先生（中国大連海事大学附


























































































計画，追究，発表．まとめまでを一通り経験してみるというねらい，第2 学年では「2 1 世
紀に生きるI 」をテーマに，第1 学年で身に付けた力をもとに，特に発表。まとめの力を




第2 学年では，各自が設定した課題をもとに、環境A , 環境B , ' 情報，国際，福祉，健
康・スポーツ・その他の6 つのコースに分け，コースごとに担当教師の指導や生徒同士の
情報交換をもとに追究活動を進めている。
私が担当している国際コースでは, 3 4 名の生徒のうち3 名の生徒が平成1 8 ( 2 0 0 6 ) 年































































































































































































































b 画像を携帯電話からP i v i へ赤外線送信























信壷報告）では，平成1 8 ( 2 0 0 6 ) 年1 1 月3 日（土）に人間発達科学部附属人間
発達科学研究実践総合センターが主催して行った「国際理解教育・開発教育研究会」で‘の
活動が紹介された。「ケータイを使っての多文化カルタ作り」や「インドネシア教育支援の
ボランティア活動を通しての教材開発｣ ，「油ヤシ･ プランテーション昌醗を識才としたワークショ
ップ｣ など. 国際理解教育・開発教育のカリキュラムや教材の開発について，具体例を示
しながら進められ, 参加者は国際理解教育・開発教育を行う上での多くのヒントを得る
ことができた。
国際理解G の今年度研究会では，参加者の実践を持ち寄ることによって国際理解教育の
取り組み方法やスキルについて共有できたことは大きな成果であった。今後は，国際理解
G への参加者を増やすとともに，国際理解教育を通して学部と附属学校園との連携を深め
ていくことが重要になってくるであろう。
（文責：田尻信壷）
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